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第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、後 退 道 路 の 通 行 に 支 障 が な い 状 態 を 確 保 す る

た め 、そ の 整 備 の 促 進 に つ い て 、建 築 基 準 法 道 路 関 係 規 定 運 用 指

針（ 平 成 １ ９ 年 ６ 月 国 土 交 通 省 策 定 ）を 参 酌 し 、建 築 行 為 に 係 る



セ ッ ト バ ッ ク に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、安 全 で 良 好

な 市 街 地 の 環 境 の 形 成 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は そ れ ぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(1)  道  公 道 又 は 私 道 の う ち 、 そ の 別 に か か わ ら ず 建 築 基 準 法

（ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。） 第 ４ ２ 条

第 １ 項 に 規 定 す る 道 路 、次 号 に 定 め る 後 退 道 路 及 び 幅 員 １ ．８

メ ー ト ル 未 満 で あ る も の を い う 。  

(2)  後 退 道 路  本 市 に 存 す る 道 の う ち 、別 表 第 １ の 各 項 の 左 欄 に

掲 げ る も の （ 以 下 、 同 表 の 各 項 の 右 欄 に 掲 げ る 名 称 で い う 。）

で 次 の ア か ら ウ ま で に 掲 げ る も の を い う 。  

  ア  法 第 ４ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 、久 留 米 市 建 築 基 準 法 施

行 細 則 （ 昭 和 ５ ９ 年 規 則 第 １ ９ 号 。 以 下 「 細 則 」 と い う 。）

第 １ ４ 条 の 規 定 に よ り 市 長 が 指 定 す る も の（ 以 下「 ２ 項 道 路 」

と い う 。）  

  イ  法 第 ４ ３ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 に 基 づ き 、建 築 基 準 法 施 行

規 則（ 昭 和 ２ ５ 年 建 設 省 令 第 ４ ０ 号 。以 下「 規 則 」と い う 。）

第 １ ０ 条 の ３ 第 ４ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 基 準 に 適 合 す る も の

と し て 市 長 が 許 可 す る も の で 、幅 員 １ ．８ メ ー ト ル 以 上 ４ メ

ー ト ル 未 満 で あ る も の （ 以 下 「 特 定 通 路 」 と い う 。）  

  ウ  そ の 他 特 に 市 長 が ア 又 は イ に 掲 げ る も の に 類 す る も の と

し て 認 め る も の  

(3) み な し 境 界 線  別 表 第 ２ の 各 項 の 左 欄 に 掲 げ る 後 退 道 路 の

別 （ 以 下 「 種 類 」 と い う 。） に 応 じ そ れ ぞ れ 同 表 の 各 項 の 右 欄

に 掲 げ る 線 を い う 。  

(4) セ ッ ト バ ッ ク 部 分  後 退 道 路 の 境 界 線 と み な し 境 界 線 の 間

に 存 す る 土 地 を い う 。  

(5) 支 障 物  セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 存 す る 建 築 物 の 全 部 若 し く は



そ の 一 部 又 は 擁 壁 、植 栽 若 し く は そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の を

い う 。  

(6) セ ッ ト バ ッ ク  支 障 物 の 撤 去 若 し く は 伐 採 又 は 移 設 若 し く

は 移 植 （ 以 下 「 撤 去 等 」 と い う 。） を 行 い 通 行 に 支 障 が な い 状

態 を 確 保 す る こ と を い う 。  

(7) 整 備 事 業  細 則 第 １ ５ 条 の 規 定 に よ る み な し 境 界 線 の 標 示

（ 特 定 通 路 及 び 第 ２ 号 の ウ に 掲 げ る も の に つ い て 準 用 す る 。）

及 び セ ッ ト バ ッ ク を 行 う こ と を い う 。  

(8) 基 準 時  法 第 ４ １ 条 の ２ の 規 定 に よ り 法 第 ３ 章（ 第 ８ 節 を 除

く 。） の 規 定 を 適 用 す る 期 間 の 始 期 を い う も の と し 、 別 表 第 ３

の 各 項 の 左 欄 に 掲 げ る 敷 地 が 存 す る 地 域 等 に 応 じ そ れ ぞ れ 同

表 の 各 項 の 右 欄 に 掲 げ る 日 を い う 。  

(9) 敷 地  建 築 基 準 法 施 行 令（ 昭 和 ２ ５ 年 政 令 第 ３ ３ ８ 号 。以 下

「 令 」 と い う 。） 第 １ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 敷 地 を い う 。  

(10) 接 道 義 務  法 第 ４ ３ 条 第 １ 項 本 文 に 規 定 す る 敷 地 は 幅 員 な

ど の 条 件 を 満 た す 道 に 接 し な け れ ば な ら な い と す る 義 務 を い

う 。  

(11) 建 築 物  法 第 ２ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 建 築 物 を い う 。  

(12) 建 築 等  法 第 ２ 条 第 １ ３ 号 に 規 定 す る 建 築 、 同 条 第 １ ４ 号

に 規 定 す る 大 規 模 の 修 繕 又 は 同 条 第 １ ５ 号 に 規 定 す る 大 規 模

の 模 様 替 を い う 。  

(13) 建 築 行 為  法 第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 確 認 の 申 請 書 を 提

出 （ 以 下 「 確 認 申 請 」 と い う 。） す る 必 要 が あ る 建 築 物 の 建 築

等 を い う 。  

 (14) 建 築 主 等  後 退 道 路 に 接 す る 土 地 を 敷 地 と し 建 築 行 為 を 行

う 者（ 以 下「 建 築 主 」と い う 。）、当 該 敷 地 に 不 動 産 登 記 法（ 平

成 １ ６ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 ）第 ３ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 所 有 権 を 有

す る 者 （ 以 下 「 土 地 所 有 者 」 と い う 。） を い う 。  

(15) 土 地 所 有 者 等  土 地 所 有 者 若 し く は 建 築 物 の 所 有 を 目 的 と



し て 不 動 産 登 記 法 第 ３ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 地 上 権 又 は 同 条 第

８ 号 に 規 定 す る 賃 借 権 を 有 す る 者 を い う 。  

(16) 道 の 管 理 者  本 市 に 存 す る 道 又 は 敷 地 が 接 す る 本 市 以 外 に

存 す る 道 （ い ず れ も 私 道 を 除 く 。） の 管 理 を 行 う 者 を い う も の

と し 、別 表 第 ４ の 各 項 の 左 欄 に 掲 げ る 道 の 別（ 以 下「 種 別 」と

い う 。） に 応 じ そ れ ぞ れ 同 表 の 各 項 の 右 欄 に 掲 げ る 者 を い う 。  

(17) 工 事 監 理 者 等  法 第 ２ 条 第 １ １ 号 に 規 定 す る 工 事 監 理 者 、

同 条 第 １ ７ 号 に 規 定 す る 設 計 者 又 は 同 条 第 １ ８ 号 に 規 定 す る

工 事 施 工 者 を い う 。  

(18) 建 築 主 事  法 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 本 市 に 置 か れ る 者

を い う 。  

(19) 指 定 確 認 検 査 機 関  法 第 ７ ７ 条 の １ ８ 第 １ 項 の 規 定 に よ る

申 請 を 受 け 国 土 交 通 大 臣 又 は 都 道 府 県 知 事 が 指 定 す る 者 を い

う 。  

(20) 受 任 者  建 築 主 等 か ら の 委 任 に よ り こ の 要 綱 の 規 定 に よ る

手 続 き を 行 う 者 を い う 。  

  (21) 会 計 年 度  地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ０

８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 を い う 。  

 

第 ２ 章  後 退 道 路 協 議 等  

第 １ 節  協 議 前 に 講 ず る 措 置  

 第 ３ 条  建 築 主 は 、第 ９ 条 第 １ 項 本 文 の 規 定 に よ る 協 議 を 行 う 前 に 、

敷 地 が 接 す る 道 及 び 敷 地 が 接 す る 土 地 （ 以 下 「 隣 地 」 と い う 。）

に 係 る 事 項 並 び に そ の 他 特 に 市 長 が 認 め る 事 項 に つ い て 明 ら か

に す る た め の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

２  建 築 主 は 、前 項 の 規 定 に よ る 措 置 を 講 ず る こ と が で き な い 場 合

又 は 当 該 措 置 の 履 行 が 不 調 で あ る 場 合 は 、市 長 に 対 し 、そ の 旨 を

報 告 す る も の と す る 。こ の 場 合 に お い て 、市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、

助 言 を 行 う も の と す る 。  



 

第 ２ 節  要 請  

 （ 寄 付 の 要 請 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、セ ッ ト バ ッ ク 部 分 を 市 に 寄 付 す る

よ う 協 力 を 求 め る も の と す る 。  

２  前 項 の 規 定 は 、次 条 第 １ 項 、同 条 第 ２ 項 又 は 第 ９ 条 第 ２ 項 に 規

定 す る 場 合 に お い て 適 用 し な い も の と す る 。  

 （ 自 己 管 理 の 要 請 ）  

第 ５ 条  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 は セ ッ ト バ

ッ ク 部 分 を 自 己 管 理 す る よ う 求 め る も の と す る 。  

(1)  セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 土 地 分 筆 登 記 及 び 所 有 権 移 転 登 記

（ 以 下 「 所 有 権 移 転 登 記 等 」 と い う 。） を 行 う こ と が 困 難 で あ

る 場 合  

(2)  第 ９ 条 第 １ 項 本 文 の 規 定 に よ り 書 類 を 提 出 す る 日 が 属 す 会

計 年 度 内 に セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登 記 等 を 行 う

こ と が 困 難 で あ る 場 合  

２  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 前 項 の 規 定 に よ り

自 己 管 理 す る よ う 求 め る 部 分 と そ れ 以 外 の 部 分 が 併 存 す る と き

は 、全 て の セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に つ い て 自 己 管 理 す る よ う 求 め る も

の と す る 。  

３  市 長 は 、第 ２ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 建 築 主 と み な す 者 に 対 し 、

同 条 に 規 定 す る 敷 地 に 係 る セ ッ ト バ ッ ク 部 分 を 自 己 管 理 す る よ

う 求 め る も の と す る 。  

（ 撤 去 等 の 要 請 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 擁 壁（ 何 ら の

築 造 行 為 を 伴 う こ と が な い も の に 限 る 。）、植 栽 又 は そ の 他 こ れ ら

に 類 す る も の （ 以 下 「 擁 壁 等 」 と い う 。） が 存 す る 場 合 は 、 当 該

擁 壁 等 の 撤 去 等 を 行 う よ う 協 力 を 求 め る も の と す る 。  

 （ 協 力 地 に 係 る セ ッ ト バ ッ ク の 要 請 ）  



第 ７ 条  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、後 退 道 路 に 接 し 当 該 建 築 主 等 が 所

有 権 を 有 す る 土 地 （ 敷 地 を 除 く 。 以 下 「 協 力 地 」 と い う 。） が 存

す る 場 合 は 、整 備 事 業 に 併 せ 当 該 協 力 地 に 係 る セ ッ ト バ ッ ク を 行

う よ う 協 力 を 求 め る も の と す る 。  

２  前 項 に 規 定 す る 要 請 に 応 じ 協 力 地 に 係 る セ ッ ト バ ッ ク を 行 う

場 合 は 、当 該 協 力 地 に つ い て こ の 要 綱 の 敷 地 に 係 る 規 定 を 準 用 す

る も の と す る 。  

 （ そ の 他 の 要 請 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、建 築 主 等 に 対 し 、第 ６ 条 又 は 前 条 に 規 定 す る も の

の ほ か 後 退 道 路 の 通 行 に 支 障 が な い 状 態 を 確 保 す る た め に 行 う

こ と が 望 ま し い 措 置 を 講 ず る よ う 求 め る も の と す る 。  

 

第 ３ 節  協 議  

 （ 後 退 道 路 協 議 ）  

第 ９ 条  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、市 長 が 定 め る 日 ま で に 書 類 を 提 出

し 、セ ッ ト バ ッ ク に 係 る 措 置 等 に つ い て 市 長 と 協 議（ 以 下「 後 退

道 路 協 議 」 と い う 。） を 行 う よ う 求 め る も の と す る 。 た だ し 、 敷

地 が 別 表 第 ２ の 第 ３ 項 に 掲 げ る 後 退 道 路 又 は 法 第 ４ ２ 条 第 １ 項

第 ３ 号 に 規 定 す る 道 の み に 接 す る 場 合 は 、こ の 限 り で な い も の と

す る 。  

２  市 長 は 、建 築 主 が 、国 、県 若 し く は 建 築 主 事 を 置 く 市 町 村 又 は

地 方 自 治 法 第 ２ ８ ４ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 一 部 事 務 処 理 組 合（ 以 下

「 国 等 の 機 関 」 と い う 。） で あ る 場 合 は 、 前 項 本 文 に 規 定 す る も

の の ほ か 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 当 該 国 等 の 機 関 の 長 と

協 議 を 行 う も の と す る 。  

(1)  敷 地 及 び セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 範 囲 に 関 す る 事 項  

(2)  セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 関 す る 権 原 及 び 維 持 保 全 に 関 す る 事 項  

３  建 築 主 （ 国 等 の 機 関 を 除 く 。） は 、 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に つ い て

寄 付 又 は 自 己 管 理 す る 旨 の 意 思 の 表 示（ 以 下「 意 思 表 示 」と い う 。）



を 行 う も の と す る 。こ の 場 合 に お い て 、当 該 建 築 主 は 、当 該 意 思

表 示 を 行 っ た 後 に そ の 別 を 変 更 し な い（ 次 項 の 規 定 に よ る 覚 書 の

交 換 を す る 前 の 後 退 道 路 協 議 に お い て 変 更 す る 場 合 を 除 く 。） も

の と す る 。  

４  市 長 は 、第 １ 項 本 文 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 が あ っ た 場 合 に お

い て 、特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 現 地 調 査 等 を 行 い 、後 退 道

路 協 議 が 調 っ た と き は 建 築 主 と 覚 書 を 交 換 す る も の と す る 。  

５  前 項 の 規 定 は 、次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に お い て 準 用 す る も の と

す る 。  

(1)  次 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 が あ る 場 合  

(2)  第 １ ７ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 が あ る 場 合  

(3)  第 １ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 が あ る 場 合  

 （ 変 更 協 議 等 ）  

第 １ ０ 条  建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、覚 書 を 交 換 し 、か つ 、第 １ ３ 条

の 規 定 に よ る 書 類 を 提 出 す る 前 に 、後 退 道 路 協 議 の 内 容 に 関 し 次

の 各 号 に 掲 げ る 変 更 を す る 場 合 は 、市 長 が 定 め る 日 ま で に 書 類 を

提 出 し 、当 該 変 更 に つ い て 市 長 と 協 議（ 以 下「 変 更 協 議 」と い う 。）

を 行 う も の と す る 。  

(1)  前 条 第 １ 項 本 文 の 規 定 に よ り 提 出 し た 書 類（ 添 付 図 書 を 含 む 。

（ 変 更 協 議 を 行 っ た 場 合 は 、こ の 項 の 本 文 の 規 定 に よ り 提 出 し

た 書 類（ 添 付 図 書 を 含 む 。）を 含 む 。）に 記 載 し た 内 容（ 次 項 各

号 に 掲 げ る も の を 除 く 。）） に 関 し 変 更 を す る 場 合  

(2)   前 号 に 掲 げ る 書 類 （ 添 付 図 書 を 含 む 。） に 記 載 の な い 整 備 事

業 を 行 う 場 合  

(3)   整 備 事 業 の 完 了 予 定 日 を 延 期 す る 場 合  

(4)   整 備 事 業 を 中 断 す る 場 合  

(5)   土 地 所 有 者 等 を 変 更 す る 場 合（ 第 １ ３ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る

文 書 の 交 付 を 受 け た 後 に 変 更 す る 場 合 を 除 く 。）  

(6)   そ の 他 特 に 市 長 が 認 め る 場 合  



２  建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、覚 書 を 交 換 し た 後 に 後 退 道 路 協 議 の 内

容 に 関 し て 次 の 各 号 に 掲 げ る 軽 微 な 変 更 を す る 場 合 は 、市 長 が 定

め る 日 ま で に 書 類 を 提 出 し 、当 該 軽 微 な 変 更 に つ い て 届 け 出 る も

の と す る 。  

(1)  規 則 第 ３ 条 の ２ 第 １ 項 第 １ 号 又 は 同 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 軽

微 な 変 更 を す る 場 合  

(2)  確 認 事 項 変 更 届 出 を 提 出 す る 必 要 が あ る 変 更 を す る 場 合（ 第

４ 項 本 文 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。）  

３  建 築 主 は 、第 １ 項 に 規 定 す る 変 更 に 合 わ せ 次 の 各 号 に 掲 げ る 変

更 又 は 意 思 表 示 の 別 の 切 替 え （ 以 下 「 変 更 等 」 と い う 。） を す る

場 合 は 、そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 変 更 等 の 内 容 を 第 １ 項 に 規 定

す る 書 類 に 記 載 し 提 出 す る も の と す る 。こ の 場 合 に お い て 、前 項 、

第 １ ７ 条 第 ２ 項 又 は 第 １ ８ 条 第 ２ 項 の 書 類 の 提 出 に 係 る 規 定 は

適 用 し な い も の と す る 。  

(1)  前 項 各 号 に 掲 げ る 軽 微 な 変 更 を す る 場 合  

(2)  第 １ ７ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 意 思 表 示 の 別 を 自 己 管 理 に 切

り 替 え る 場 合  

(3)  第 １ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 意 思 表 示 の 別 を 寄 付 に 切 り 替

え る 場 合  

４  覚 書 を 交 換 し た 後 に 建 築 主 を 変 更 す る 場 合（ 第 １ ３ 条 第 ４ 項 の

規 定 に よ る 文 書 の 交 付 を 受 け た 後 に 変 更 さ れ る 場 合 を 除 く 。以 下 、

変 更 さ れ た 建 築 主 を 「 変 更 後 の 建 築 主 」 と い う 。） は 、 次 の 各 号

に 掲 げ る と お り と す る 。  

(1)  覚 書 を 交 換 し た 建 築 主 は 、当 該 覚 書 に 係 る 後 退 道 路 協 議 を 取

り 下 げ る も の と す る 。  

(2)  市 長 は 、変 更 後 の 建 築 主 に 対 し 、改 め て 後 退 道 路 協 議 を 行 う

よ う 求 め る も の と す る 。  

 （ 協 議 の 取 下 げ 等 ）  

第 １ １ 条  建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、法 第 ６ 条 第 １ 項 、法 第 ６ 条 の ２



第 １ 項 又 は 法 第 １ ８ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 確 認 済 証（ 以 下「 確 認

済 証 」 と い う 。） の 交 付 を 受 け る 前 に 、 確 認 申 請 又 は 法 第 １ ８ 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ る 通 知 （ 以 下 「 確 認 申 請 等 」 と い う 。） を 取 下

げ る 場 合 は 、当 該 確 認 申 請 等 の 取 下 げ に 係 る 書 類 の 提 出 に 併 せ 書

類 を 提 出 し 、後 退 道 路 協 議 の 取 下 げ に つ い て 届 け 出 る も の と す る 。 

２  建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、確 認 済 証 の 交 付 を 受 け た 後 に 確 認 申 請

等 を 取 止 め る 場 合 は 、当 該 確 認 申 請 等 の 取 止 め に 係 る 書 類 の 提 出

に 併 せ 書 類 を 提 出 し 、後 退 道 路 協 議 の 取 止 め に つ い て 届 け 出 る も

の と す る 。  

３  建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、前 条 第 ４ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ り 後 退 道

路 協 議 を 取 下 げ る 場 合 は 、 市 長 が 定 め る 日 ま で に 書 類 を 提 出 し 、

当 該 取 下 げ に つ い て 届 け 出 る も の と す る 。  

 

第 ３ 章  セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 整 備 、 寄 付 及 び 維 持 保 全  

第 １ 節  整 備 事 業  

 （ 整 備 事 業 ）  

第 １ ２ 条  建 築 主 は 、覚 書 を 交 換 し た 後 退 道 路 協 議（ 変 更 協 議 を 行

っ た 場 合 は 当 該 変 更 協 議 を 含 む 。以 下「 後 退 道 路 協 議 等 」と い う 。）

の 内 容 に 基 づ き 、建 築 行 為 が 完 了 す る 日 ま で に 整 備 事 業 を 行 う も

の と す る 。た だ し 、当 該 整 備 事 業 に お け る 撤 去 等 に 関 し 特 に 市 長

が 認 め る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な い も の と す る 。  

２  市 長 は 、後 退 道 路 が 舗 装 済 で あ る 場 合 に お い て セ ッ ト バ ッ ク 部

分 を 受 領 し た と き は 、当 該 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 舗 装 を 行 う も の と

す る 。た だ し 、市 長 が 特 に 認 め る 場 合 は 、こ の 限 り で な い も の と

す る 。  

 （ 完 了 の 確 認 ）  

第 １ ３ 条  建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、整 備 事 業 が 完 了 し た と き は 、市

長 が 定 め る 日 ま で に 書 類 を 提 出 し 、そ の 旨 を 届 け 出 る も の と す る 。 

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 が あ っ た 場 合 に お い て 、



特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 現 地 調 査 を 行 い 、整 備 事 業 が 前 条

第 １ 項 本 文 の 規 定 に 基 づ き 行 わ れ て い る か ど う か 確 認（ 以 下「 適

否 確 認 」 と い う 。） を 行 う も の と す る 。  

３  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、適 否 確 認 に お い て 整 備 事 業 が 完 了 し て

い な い と 認 め る 場 合 又 は 適 合 し て い な い と 認 め る 場 合 は 、是 正 を

行 う よ う 求 め る も の と し 、当 該 建 築 主 は 速 や か に 是 正 を 行 う も の

と す る 。  

４  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、適 否 確 認 に お い て 適 合 し て い る と 認 め

る 場 合 （ 前 項 の 規 定 に よ る 是 正 が 行 わ れ た 場 合 を 含 む 。） は 、 文

書 を 交 付 し そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。た だ し 、第 １ ６ 条 第 １

項 本 文 の 規 定 に よ る 所 有 権 移 転 登 記 を 行 う 場 合 は 、当 該 文 書 の 交

付 は 省 略 す る こ と が で き る も の と す る 。  

 （ 建 築 主 事 等 に よ る 完 了 検 査 ）  

第 １ ４ 条  建 築 主 事 及 び 指 定 確 認 検 査 機 関（ 以 下「 建 築 主 事 等 」と

い う 。） は 、 そ れ ぞ れ 法 第 ７ 条 第 ４ 項 の 規 定 又 は 法 第 ７ 条 の ２ 第

１ 項 の 規 定 に 基 づ き 、整 備 事 業 が 建 築 基 準 法 関 係 規 定 に 適 合 す る

よ う 行 わ れ て い る か ど う か 検 査 す る も の と す る 。  

 

第 ２ 節  寄 付 等  

 （ 寄 付 の 申 込 み ）  

第 １ ５ 条  寄 付 の 意 思 表 示 を 行 っ た 建 築 主 等 は 、市 長 に 対 し 、第 １

３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 に 併 せ 書 類 を 提 出 し 、セ ッ ト

バ ッ ク 部 分 に 係 る 寄 付 の 申 し 込 み を 行 う も の と す る 。こ の 場 合 に

お い て 、セ ッ ト バ ッ ク 部 分 及 び 当 該 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 を 含 む 土 地

に 、所 有 権 以 外 の 不 動 産 登 記 法 第 ３ 条 各 号 に 規 定 す る 権 利（ 第 ７

号 に 規 定 す る 抵 当 権 を 除 く 。） が 設 定 さ れ て い る と き は 、 当 該 建

築 主 は 、あ ら か じ め 当 該 権 利 の 抹 消 登 記（ 建 築 主 と 土 地 所 有 者 が

異 な る 場 合 に お い て 当 該 土 地 所 有 者 が 行 う 抹 消 登 記 を 含 む 。以 下

「 土 地 所 有 者 に よ る 抹 消 登 記 」と い う 。）を 行 う も の と し 、か つ 、



当 該 抹 消 登 記 を 行 っ た 後 に 新 た な 権 利 の 設 定 を 行 わ な い も の と

す る 。  

２  市 長 は 、前 項 後 段 の 規 定 に か か わ ら ず 、建 築 主 等 が あ ら か じ め

抵 当 権 の 抹 消 登 記 （ 土 地 所 有 者 に よ る 抹 消 登 記 を 含 む 。） を 行 う

と き は 、 こ れ を 妨 げ な い も の と す る 。  

 （ セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登 記 等 ）  

第 １ ６ 条  市 長 は 、寄 付 の 申 込 み を 受 理 し た 場 合 に お い て 、適 否 確

認 に お い て 整 備 事 業 が 完 了 し て い る と 認 め る と き は 、セ ッ ト バ ッ

ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登 記 等 を 行 う も の と す る 。た だ し 、建 築

主 等 が あ ら か じ め 当 該 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 土 地 分 筆 登 記 を

行 う と き は 、 こ れ を 妨 げ な い も の と す る 。  

２  市 長 は 、セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登 記 等 に 係 る 費 用

（ 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 土 地 分 筆 登 記 に 係 る も の を 除 く 。） を

負 担 す る も の と す る 。  

３  市 長 は 、セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登 記 等 を 行 う 場 合

に お い て 支 障 が 生 じ た と き は 、建 築 主 等 と 協 議 を 行 い そ の 解 決 に

努 め る も の と す る 。  

４  市 長 は 、第 １ ５ 条 第 １ 項 前 段 の 規 定 に よ る 寄 付 の 申 込 み に 係 る

書 類 を 提 出 し た 建 築 主 等 に 対 し 、セ ッ ト バ ッ ク 部 分 を 受 領 し た と

き は 、 文 書 を 交 付 し そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。  

 （ 自 己 管 理 の 意 思 表 示 に 切 替 え を 求 め る 場 合 ）  

第 １ ７ 条  市 長 は 、寄 付 の 意 思 表 示 を 行 っ た 建 築 主 に 対 し 、第 ９ 条

第 ３ 項 後 段 の 規 定 に か か わ ら ず 、次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 場

合 は 、 自 己 管 理 の 意 思 表 示 に 切 替 え る よ う 求 め る も の と す る 。  

(1)  適 否 確 認 に よ り 是 正 を 行 う よ う 求 め ら れ 、か つ 、当 該 是 正 を

行 う こ と に よ り 当 該 適 否 確 認 を 行 っ た 日 が 属 す 会 計 年 度 内 に

セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登 記 等 を 行 う こ と が 困 難

で あ る 場 合  

(2)  前 条 第 １ 項 本 文 の 規 定 に よ る セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有



権 移 転 登 記 等 を 行 う こ と が で き な い 場 合  

(3)  そ の 他 特 に 市 長 が 認 め る 場 合  

２  前 項 の 規 定 に よ る 要 請 を 受 け た 建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、当 該 要

請 に 応 じ 意 思 表 示 の 別 を 自 己 管 理 に 切 替 え る 場 合 は 、書 類 を 提 出

し そ の 旨 を 届 け 出 る も の と す る 。  

 （ 寄 付 の 意 思 表 示 に 切 替 え る こ と が で き る 場 合 ）  

第 １ ８ 条  自 己 管 理 の 意 思 表 示 を 行 っ た 建 築 主 は 、第 ９ 条 第 ３ 項 後

段 の 規 定 に か か わ ら ず 、次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 場 合 は 、寄

付 の 意 思 表 示 に 切 替 え る こ と が で き る も の と す る 。  

(1)  第 ５ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 場 合 に お い て 、整 備 事 業 が 完 了

す る ま で に セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登 記 等 を 行 う

た め の 措 置 を 講 じ た 場 合  

(2)  そ の 他 特 に 市 長 が 認 め る 場 合  

２  建 築 主 は 、市 長 に 対 し 、前 項 の 規 定 に よ り 覚 書 を 交 換 し た 後 に

寄 付 の 意 思 表 示 に 切 替 え る 場 合 は 、書 類 を 提 出 し そ の 旨 を 届 け 出

る も の と す る 。  

 

第 ３ 節  維 持 保 全  

 （ セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 維 持 保 全 ）  

第 １ ９ 条  セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 維 持 保 全 は 、別 表 第 ５ の 各 項 の 左 欄

に 掲 げ る 意 思 表 示 の 別 又 は 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 協 議 に お

け る 同 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 項 に 係 る 内 容 に 応 じ 、同 表 の 各 項 の 中

欄 に 定 め る 日 を 始 期 と し 、そ れ ぞ れ 同 表 の 各 項 の 右 欄 に 掲 げ る 者

（ 以 下 「 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 管 理 者 」 と い う 。） が 行 う も の と す

る 。  

２  第 １ ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 同 項 各 号 に 掲 げ る 場 合 に お い て

自 己 管 理 の 意 思 表 示 に 切 替 え る と き は 、前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、

別 表 第 ５ の 第 ２ 項 の 中 欄 に 掲 げ る 日 を 始 期 と す る も の と す る 。  

３  セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 管 理 者 は 、法 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、



当 該 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に つ い て 第 １ ３ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 文

書 の 交 付 が あ っ た 日 に お け る 状 態（ 以 下「 完 了 時 の 状 態 」と い う 。）

を 維 持 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

 （ 地 位 の 承 継 ）  

第 ２ ０ 条  覚 書 を 交 換 し た 建 築 主（ 以 下「 当 初 の 建 築 主 」と い う 。）

か ら 当 該 覚 書 に 係 る 建 築 物 の 全 部 若 し く は そ の 一 部 又 は 敷 地 若

し く は セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 土 地 所 有 権 等（ 以 下「 当 初 の 土 地

所 有 者 等 」 と い う 。） か ら 所 有 権 、 地 上 権 又 は 賃 借 権 （ 以 下 「 覚

書 に 係 る 建 築 物 等 」 と い う 。） を 相 続 又 は 取 得 し た 者 （ 以 下 「 承

継 者 」 と い う 。） は 、 当 初 の 建 築 主 又 は 当 初 の 土 地 所 有 者 等 が 有

し て い た 当 該 覚 書 に 基 づ く 地 位 を 承 継 す る も の と す る 。  

２  前 項 の 規 定 は 、承 継 者 か ら 覚 書 に 係 る 建 築 物 等 を 相 続 又 は 取 得

し た 者 に つ い て 、 準 用 す る も の と す る 。  

 

第 ４ 章  用 語 に 関 す る 補 足  

第 １ 節  道  

第 ２ １ 条  道 に 沿 い 法 敷 又 は 水 路 が 存 す る 場 合 に お け る 当 該 道 の

幅 員 は 、建 設 省 通 達「 側 溝 、法 敷 と 道 路 の 幅 員（ 昭 和 ２ ７ 年 １ 月

１ ２ 日（ 住 指 発 第 １ ２ ８ ０ 号 ））」に 基 づ き 、そ れ ぞ れ 次 の 各 号 に

定 め る と お り と す る 。  

(1)  法 敷 が 存 す る 場 合  法 敷 は 道 の 幅 員 に 含 ま な い も の と す る 。 

(2)  水 路 が 存 す る 場 合  久 留 米 市 建 築 確 認 の 手 引 き（ 平 成 ２ ６ 年

５ 月 作 成 。以 下「 確 認 の 手 引 き 」と い う 。）の 第 ３ 集 団 規 定（ １ ）

２「 法 第 ４ ２ 条 に 基 づ く セ ッ ト バ ッ ク の 基 本 的 な 考 え 方 」に よ

る も の と す る 。  

 

第 ２ 節  み な し 境 界 線  

第 ２ ２ 条  後 退 道 路 協 議 に お い て 行 う み な し 境 界 線 の 位 置 の 確 定

は 、敷 地 又 は 当 該 敷 地 の 道 の 反 対 側 の 土 地 若 し く は 当 該 協 議 に 係



る 後 退 道 路 に 接 す る 土 地 に 関 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 跡 が 存 す

る 場 合 は 、 当 該 事 跡 を 勘 案 し 行 う も の と す る 。  

(1)  過 去 の 後 退 道 路 協 議 に 基 づ く セ ッ ト バ ッ ク の 事 跡  

(2)  都 市 計 画 法（ 昭 和 ４ ３ 年 法 律 第 １ ０ ０ 号 ）第 ２ ９ 条 第 １ 項 本

文 の 規 定 に よ り 許 可 さ れ た 開 発 行 為 に お い て 、同 法 第 ３ ３ 条 第

１ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ り 当 該 開 発 区 域 に 接 す る 道 の 部 分 と し

て 都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 許 可 等 の 審 査 基 準（ 平 成 ９ 年 ４ 月 １

日 施 行 ）の ５ 開 発 許 可 の 基 準（ ２ ）道 路 公 園 等 の 公 共 空 地 の 確

保 等 ア 道 路（ イ ）⑥ 又 は（ エ ）の 規 定 に よ り 行 っ た 道 路 拡 幅 の

事 跡  

(3)  久 留 米 市 開 発 行 為 に 関 す る 指 導 要 綱（ 平 成 １ ７ 年 ２ 月 ５ 日 施

行 ）第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 協 議 を 行 い 、同 要 綱 第 ６ 条 の 規

定 に よ り 覚 書 を 交 換 し た 開 発 行 為 に お い て 、前 号 の 規 定 を 準 用

し 行 っ た 道 路 拡 幅 の 事 跡  

(4)  久 留 米 市 寄 附 採 納 指 針（ 平 成 １ ６ 年 ５ 月 １ 日 施 行 ）第 ５ 条 第

３ 項 に 規 定 す る 書 類 を 提 出 し 行 っ た 寄 附 の 事 跡  

 

第 ３ 節  擁 壁  

 （ 擁 壁 ）  

第 ２ ３ 条  擁 壁 は 、道 若 し く は 隣 地 と の 境 界 線 又 は そ の 近 傍 に 存 す

る 土 留 め の た め の 構 造 物 で 次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る も の を

い う も の と す る 。  

(1)  壁 状 の 構 造 物（ 石 積 を 含 み 、次 号 に 掲 げ る も の を 除 く 。以 下

「 土 留 」 と い う 。） で 次 の ア 及 び イ に 掲 げ る も の  

ア  建 築 等 の 用 に 供 す る た め の 土 地 を 得 る た め の 造 成 を 目 的

と し 築 造 さ れ た も の  

イ  高 さ が １ メ ー ト ル 超 で あ る も の  

(2)  既 存 塀 （（ 土 留 の 上 部 に 存 す る も の （ フ ェ ン ス そ の 他 こ れ に

類 す る も の を 含 む 。）。以 下「 上 部 の 既 存 塀 」と い う 。）を 含 む 。）



の 土 圧 が 作 用 す る 部 分 で 前 号 の ア 及 び イ に 掲 げ る も の  

 （ 擁 壁 の 高 さ ）  

第 ２ ４ 条  擁 壁 の 高 さ は 、前 条 各 号 に 掲 げ る 形 態 の 別 に 応 じ 、そ れ

ぞ れ 次 の 各 号 に 定 め る と お り と す る 。こ の 場 合 に お い て 、擁 壁 の

高 さ は 、当 該 擁 壁 の 背 面 が 地 盤 面 と 接 す る 位 置（ 以 下「 頂 部 」と

い う 。） を 含 む 水 平 面 と 直 角 の 方 向 に 測 定 す る も の と し 、 当 該 頂

部 及 び そ の 近 傍 に 局 部 的 な 盛 土 が 存 す る と き は 、当 該 盛 土 が 存 し

な い も の と し て 測 定 す る も の と す る 。  

(1)  土 留 に よ る も の  頂 部 か ら 当 該 土 留 の 前 面 が 接 す る 道 又 は

地 盤 面 ま で の 高 さ  

(2)  既 存 塀 に よ る も の  頂 部 か ら 当 該 既 存 塀 の 前 面 が 接 す る 道

又 は 地 盤 面 ま で の 高 さ  

(3)  土 留 及 び 上 部 の 既 存 塀 に よ る も の  第 １ 号 の 規 定 を 準 用 す

る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 測 定 し た 高 さ が 一 律 で な い 場 合 は 、最 高 の 高

さ に よ る も の と す る 。  

３  擁 壁 に 沿 い 水 路 が 存 す る 場 合 に お け る 当 該 擁 壁 の 高 さ は 、第 １

項 第 １ 号 若 し く は 第 ３ 号 の 規 定 に お い て 土 留 の 前 面 が 道 又 は 地

盤 面 又 は 第 ２ 号 の 規 定 に お い て 既 存 塀 の 前 面 が 接 す る 道 又 は 地

盤 面 と あ る の は 、そ れ ぞ れ 当 該 水 路 の 天 端 と 読 み 替 え る も の と す

る 。  

（ 築 造 行 為 を 伴 う 場 合 ）  

第 ２ ５ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 築 造 行 為 を 伴 う 擁 壁 は 、法

第 ４ ４ 条 本 文 の 規 定 を 適 用 し 、当 該 築 造 行 為 に 係 る 範 囲 に つ い て

セ ッ ト バ ッ ク を 行 う も の と す る 。  

(1)  造 替 え  

(2)  改 修  

２  前 項 各 号 に 掲 げ る 築 造 行 為 に は 、そ れ ぞ れ 次 の 各 号 に 掲 げ る も

の を 含 む も の と す る 。  



(1)  造 替 え  令 第 １ ３ ８ 条 第 １ 項 第 ５ 号 に 掲 げ る 規 模 に 満 た な

い 擁 壁 に 係 る も の  

(2)   改 修  次 の ア 又 は イ に 掲 げ る も の  

ア  上 部 の 既 存 塀 （ 土 圧 が 作 用 し な い 部 分 に 限 る 。） に 係 る 撤

去 等  

イ  確 認 の 手 引 き の 第 ３ 集 団 規 定（ １ ）１「 前 面 道 路 と 敷 地 に

高 低 差 が あ る 場 合 の 接 道 幅 」に よ る 接 道 幅 を 確 保 す る た め の

築 造 行 為  

 

第 ４ 節  建 築 主  

第 ２ ６ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 者 は 、建 築 主 に 含 む も の と

す る 。  

(1)  附 則 第 ２ 項 第 １ 号 、第 ３ 号 又 は 第 ５ 号 に 掲 げ る 各 要 綱 の 施 行

日 以 前 に 、 そ れ ぞ れ の 要 綱 の 第 １ 条 に 規 定 す る 区 域 に お い て 、

後 退 道 路 に 接 す る 土 地 を 敷 地 と す る 建 築 行 為 に 際 し 整 備 事 業

（ 以 下 「 旧 要 綱 施 行 前 の 整 備 事 業 」 と い う 。） を 行 っ た 者  

(2)  附 則 第 ２ 項 第 １ 号 、第 ３ 号 若 し く は 第 ５ 号 に 掲 げ る 各 要 綱 又

は こ の 要 綱 に お け る 後 退 道 路 協 議 に 係 る そ れ ぞ れ の 規 定 に 基

づ き 協 議 を 行 っ た も の の 整 備 事 業 の 全 部 又 は そ の 一 部 を 行 っ

て い な い 者（ 以 下 、当 該 整 備 事 業 が 行 わ れ て い な い 土 地 を「 整

備 事 業 の 未 完 了 地 」 と い う 。）  

(3)  第 １ 号 に 掲 げ る 者 以 外 で 、旧 要 綱 施 行 前 の 整 備 事 業 が 行 わ れ

て い る 土 地 の 全 部 又 は そ の 一 部 を 敷 地（ 後 退 道 路 に 接 し な い 場

合 を 除 く 。） と し 建 築 行 為 を 行 う 者  

(4)  第 ２ 号 に 掲 げ る 者 以 外 で 、整 備 事 業 の 未 完 了 地 の 全 部 又 は そ

の 一 部 を 敷 地 （ 後 退 道 路 に 接 し な い 場 合 を 除 く 。） と し 建 築 行

為 を 行 う 者  

２  隣 地 を 介 し 後 退 道 路 に 接 す る 土 地 を 敷 地 と し 建 築 行 為 を 行 う

場 合 に お い て み な し 境 界 線 の 位 置 が 当 該 隣 地 を 越 え て 当 該 敷 地



に 及 ぶ と き は 、当 該 建 築 行 為 を 行 う 者 は 建 築 主 と み な す も の と す

る 。  

 

第 ５ 章  雑 則  

第 １ 節  受 任 者 に よ る 手 続 き  

第 ２ ７ 条  建 築 主 は 、受 任 者 に こ の 要 綱 の 規 定 に よ る 手 続 き を 行 わ

せ る 場 合 は 、そ れ ぞ れ の 手 続 き に 係 る 権 限 を 当 該 受 任 者 に 委 任 す

る こ と を 証 す る 書 類 （ 以 下 「 委 任 状 」 と い う 。） を 、 当 該 手 続 き

に 係 る 書 類 に 添 付 し 、 市 長 に 対 し 提 出 す る も の と す る 。 た だ し 、

こ の 要 綱 の 規 定 に よ る 手 続 き を 一 括 し 受 任 者 に 委 任 す る 旨 を 記

載 し た 委 任 状 を 後 退 道 路 協 議 書 に 添 付 し 、か つ 、そ れ ぞ れ の 手 続

き に 係 る 受 任 者 が 当 該 後 退 道 路 協 議 書 の 提 出 に 係 る 受 任 者 と 同

一 で あ る 場 合 は 、 そ の 写 し と す る こ と が で き る も の と す る 。  

 

第 ２ 節  返 却 、 記 録 及 び 保 存  

 （ 図 書 の 返 却 ）  

第 ２ ８ 条  市 長 は 、建 築 主 に 対 し 、特 に 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 は 、

後 退 道 路 協 議 書 そ の 他 こ の 要 綱 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 書 類 及

び 図 面 等 （ 以 下 「 図 書 」 と い う 。） の 全 部 又 は そ の 一 部 を 返 却 す

る も の と す る 。  

２  市 長 は 、第 １ ０ 条 第 ５ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ る 要 請 に 応 じ 、変 更

後 の 建 築 主 が 改 め て 後 退 道 路 協 議 を 行 う 場 合 に お け る 第 ９ 条 本

文 の 規 定 に よ る 書 類 の 提 出 に お い て 、前 項 の 規 定 に よ り 返 却 し た

図 書 の 一 部 を 添 付 す る と き は 、 こ れ を 妨 げ な い も の と す る 。  

 （ 記 録 及 び 保 存 ）  

第 ２ ９ 条  市 長 は 、後 退 道 路 協 議 等 に 関 す る 経 緯 を 記 録 し 、そ の 他

こ の 要 綱 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 図 書（ 前 条 の 規 定 に よ り 返 却 す

る も の を 除 く 。） と 合 わ せ 、 保 存 す る も の と す る 。  

２  建 築 主 は 、覚 書 、通 知 及 び そ の 他 こ の 要 綱 の 規 定 に よ り 交 付 を



受 け た 文 書 を 保 存 す る も の と す る 。  

 

第 ３ 節  図 書 の 記 載 等  

第 ３ ０ 条  建 築 主 は 、こ の 要 綱 の 規 定 に よ り 提 出 す る 図 書 に 記 載 漏

れ 又 は 誤 記（ 以 下「 記 載 漏 れ 等 」と い う 。）が な い こ と を 確 認 し 、

市 長 に 対 し 、 当 該 図 書 を 提 出 す る も の と す る 。  

２  市 長 は 、提 出 さ れ た 図 書 に 記 載 漏 れ 等 が な い こ と を 確 認 し 、当

該 図 書 を 受 理 す る も の と す る 。こ の 場 合 に お い て 、記 入 漏 れ 等 が

あ る と き は 、建 築 主 等 に 対 し 、是 正 を 行 う よ う 求 め る も の と す る 。 

 

第 ４ 節  そ の 他  

 （ 適 用 除 外 ）  

第 ３ １ 条  こ の 要 綱 は 、後 退 道 路 が 次 の 各 号 に 掲 げ る も の に 該 当 す

る 場 合 は 、適 用 し な い も の と す る 。た だ し 、特 に 市 長 が 認 め る 場

合 は こ の 限 り で な い も の と す る 。  

(1)  法 第 ４ ２ 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 位 置 の 指 定 を 受 け た

道 路  

(2)  都 市 計 画 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 本 文 の 規 定 に よ り 許 可 さ れ た 開

発 行 為 に 係 る 道 路  

(3)  久 留 米 市 開 発 行 為 に 関 す る 指 導 要 綱 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に

よ る 協 議 を 行 い 、同 要 綱 第 ６ 条 の 規 定 に よ る 覚 書 を 交 換 し た 開

発 行 為 に 係 る 道 路  

(4)  土 地 区 画 整 理 法（ 昭 和 ２ ９ 年 法 律 第 １ １ ９ 号 ）に 基 づ く 土 地

区 画 整 理 事 業 の 施 行 に 係 る 道 路  

 （ 補 則 ）  

第 ３ ２ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、こ の 要 綱 の 運 用 に 関 し 必

要 な 事 項 は 別 に 定 め る も の と す る 。  

 

附  則  



 （ 施 行 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 平 成 ３ １ 年 １ １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 久 留 米 市 に お け る 建 築 行 為 等 に 係 る 後 退 道 路 用 地 に 関 す る 指 導

要 綱 の 廃 止 ）  

２  次 の 各 号 に 掲 げ る 要 綱 及 び 実 施 細 目（ 以 下「 旧 要 綱 」と い う 。）

は 、 廃 止 す る 。  

(1)  久 留 米 市 に お け る 建 築 行 為 等 に 係 る 後 退 道 路 用 地 に 関 す る

指 導 要 綱 （ 平 成 ７ 年 １ ０ 月 １ 日 施 行 ）  

(2)  久 留 米 市 に お け る 建 築 行 為 等 に 係 る 後 退 道 路 用 地 に 関 す る

実 施 細 目 （ 平 成 ７ 年 １ ０ 月 １ 日 施 行 ）  

(3)  久 留 米 市 三 潴 地 域 に お け る 建 築 行 為 等 に 係 る 後 退 道 路 用 地

に 関 す る 整 備 要 綱 （ 平 成 １ ７ 年 ２ 月 ５ 日 施 行 ）  

(4)  久 留 米 市 三 潴 地 域 に お け る 建 築 行 為 等 に 係 る 後 退 道 路 用 地

に 関 す る 実 施 細 目 （ 平 成 １ ７ 年 ２ 月 ５ 日 施 行 ）  

(5)  久 留 米 市 北 野 地 域 に お け る 農 地 転 用 及 び 建 築 行 為 等 に 係 る

後 退 道 路 用 地 に 関 す る 指 導 要 綱 （ 平 成 １ ７ 年 ２ 月 ５ 日 施 行 ）  

(6)  久 留 米 市 北 野 地 域 に お け る 農 地 転 用 及 び 建 築 行 為 等 に 係 る

後 退 道 路 用 地 に 関 す る 実 施 細 目 （ 平 成 １ ７ 年 ２ 月 ５ 日 施 行 ）  

 （ 経 過 措 置 ）  

３  こ の 要 綱 の 規 定 は 、こ の 要 綱 の 施 行 日 以 後 に 完 了 す る 整 備 事 業

に つ い て 適 用 し 、施 行 日 以 前 に 完 了 し た 整 備 事 業 に つ い て は 、旧

要 綱 の 例 に よ る 。こ の 場 合 に お い て 、建 築 主 等 が セ ッ ト バ ッ ク 部

分 （ 旧 要 綱 に 規 定 す る 後 退 道 路 用 地 を 含 む 。） を 本 市 に 寄 付 （ 前

項 第 ３ 号 に 掲 げ る 要 綱 第 ６ 条 第 １ 項 本 文 に 規 定 に よ る 買 い 取 り

を 含 む 。） す る 旨 の 意 思 表 示 を 行 う と き は 、 前 段 の 規 定 に お い て

整 備 事 業 と あ る の は 、当 該 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 に 係 る 所 有 権 移 転 登

記 等 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

４  前 項 前 段 に 規 定 す る 整 備 事 業 の 完 了 が 施 行 日 以 後 と な る 場 合

に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 次 の 各 号 に 定 め る と お り と す る 。  



(1)  第 ２ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 要 綱 第 ４ 条 の 規 定 に よ る 協 議 を 行 っ

た も の  意 思 表 示 の 別 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

(2)  第 ２ 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 要 綱 第 ４ 条 の 規 定 に よ る 協 議 を 行 っ

た も の  意 思 表 示 の 別 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ こ の 要 綱 の 相 当 規 定

（ 当 該 相 当 規 定 が な い 場 合 は 別 に 定 め る 。） に よ る 。  

(3)  第 ２ 項 第 ５ 号 に 掲 げ る 要 綱 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 協 議 を 行 っ

た も の  前 号 の 規 定 を 準 用 す る 。  

５  前 項 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で に 掲 げ る 協 議 を 行 っ た 者 は 、こ の 要

綱 の 規 定 に よ る 後 退 道 路 協 議 を 行 っ た 者 と み な す も の と す る 。  

 （ 書 類 の 返 却 等 に 係 る 適 用 区 分 ）  

６  こ の 要 綱 の 規 定 中 、書 類 の 返 却 又 は 記 録 若 し く は 保 存 に 関 す る

規 定 に つ い て は 、旧 要 綱 の 規 定 に 基 づ き 行 っ た 協 議 に 係 る 書 類 に

つ い て 準 用 す る も の と す る 。  

 

別 表 第 １ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

 後 退 道 路  

本 市 に 存 す る 道  名 称  

１  道 路 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 １ ８ ０ 号 ） 第

３ 条 第 ３ 号 に 規 定 す る 道 路  

県 道  

２  道 路 法 第 ３ 条 第 ４ 号 に 規 定 す る 道 路  市 道  

３  河 川 管 理 施 設 等 構 造 令 （ 昭 和 ５ １ 年 政 令

第 １ ９ ９ 号 ） 第 ２ ７ 条 に 規 定 す る 管 理 用 通

路  

河 川 管 理 用 通 路  

４  久 留 米 市 法 定 外 公 共 物 管 理 条 例 （ 平 成 １

２ 年 １ ２ 月 ） 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 里 道

里 道  

５  久 留 米 市 財 産 規 則 （ 昭 和 ４ ７ 年 久 留 米 市

規 則 第 ３ ６ 号 ） 第 ２ 条 第 ３ 号 に 規 定 す る 公

有 財 産  

公 共 用 地 （ 行 政 財

産 ）  



６  久 留 米 市 財 産 規 則 第 ２ 条 第 ４ 号 に 規 定 す

る 公 有 財 産  

公 共 用 地 （ 普 通 財

産 ）  

７  第 １ 項 か ら 前 項 ま で に 掲 げ る も の に 該 当

し な い 道  

私 道  

 

別 表 第 ２ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

 み な し 境 界 線  

後 退 道 路 の 種 類  み な し 境 界 線  

１  ２ 項 道 路（ 公 道 ） 法 第 ４ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 道 路 の 境 界

線 と み な す 線  

２  特 定 通 路（ 公 道 ） 法 第 ４ ３ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 許 可 の

基 準 （ 平 成 １ １ 年 ５ 月 建 築 指 導 室 ） に お い

て 規 則 基 準 第 ３ 号 に 定 め る 適 用 要 件 （ ３ ）

の ③ に よ り 第 １ 項 の 規 定 を 準 用 し 特 定 通 路

の 境 界 線 と み な す 線  

３  ２ 項 道 路（ 私 道 ）

又 は 特 定 通 路 （ 私

道 ）  

当 該 私 道 の 土 地 所 有 者 等 と 行 う 協 議 に よ り

作 成 す る 当 該 私 道 に 係 る 計 画 図 に 記 載 し た

み な し 境 界 の 計 画 線  

４  そ の 他 特 に 市 長

が 認 め る も の  

第 １ 項 の 規 定 を 準 用 し 道 の 境 界 線 と み な す

線  

 

別 表 第 ３ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

 基 準 時  

地 域 等  基 準 時  

１  市 制 施 行 時 の 市 域 （ 旧 鳥 飼 村 、 旧

節 原 村 、 旧 国 分 村 、 旧 御 井 町 ）  

昭 和 ２ ５ 年 １ １ 月 ２ ３ 日  

２  旧 合 川 村 、 旧 山 川 村 、 旧 上 津 荒 木

村  

昭 和 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日  



３  旧 高 良 内 村  昭 和 ２ ６ 年 ６ 月 １ 日  

４  三 潴 地 域 （ 西 牟 田 地 区 ）  昭 和 ３ １ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日  

５  旧 山 本 村 、 旧 宮 ノ 陣 村 、 旧 草 野 村 昭 和 ３ ７ 年 ５ 月 ２ ８ 日  

６  旧 筑 邦 町 、 旧 善 導 寺 町  昭 和 ４ ４ 年 ５ 月 ２ ０ 日  

７  北 野 地 域  平 成 １ １ 年 １ １ 月 １ 日  

８  三 潴 地 域 （ 西 牟 田 地 区 を 除 く 。）  平 成 １ ２ 年 ５ 月 １ 日  

９  田 主 丸 地 域 （ 右 欄 に 掲 げ る 日 に お

い て 準 都 市 計 画 区 域 に 指 定 さ れ た 区

域 ）  

平 成 ２ ０ 年 ３ 月 ３ １ 日  

１ ０  城 島 地 域  平 成 ２ ０ 年 ３ 月 ３ １ 日  

１ １  田 主 丸 地 域 （ 第 ９ 項 に 掲 げ る 区

域 を 除 く 。）  

平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ３ ０ 日  

 

別 表 第 ４ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

 道 の 管 理 者  

道 の 種 別  道 の 管 理 者  

１  一 般 国 道  道 路 法 第 １ ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 管 理 を

行 う 者  

２  県 道  県  

３  市 道  本 市  

４  市 道（ 道 路 法 第

１ ６ 条 第 ２ 項 に

規 定 す る 場 合 ）  

道 路 法 第 １ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 管 理 を

行 う 者  

５  河 川 管 理 用 通

路  

河 川 法（ 昭 和 ３ ９ 年 法 第 １ ６ ７ 号 ）第 ９ 条 第

１ 項 若 し く は 同 条 第 ２ 項 又 は 第 １ ０ 条 第 １

項 若 し く は 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 管 理 を

行 う 者  

６  そ の 他 の 本 市 本 市  



に 存 す る 道  

７  敷 地 が 接 す る

本 市 以 外 に 存 す

る 道  

第 １ 項 か ら 前 項 ま で に 掲 げ る 道 の 種 類 に 応

じ 、そ れ ぞ れ 各 項 の 右 欄 に 掲 げ る 者 。こ の 場

合 に お い て 、本 市 と あ る の は 、当 該 道 が 存 す

る 市 町 に 読 替 え る 。  

 

別 表 第 ５ （ 第 １ ９ 条 関 係 ）  

 セ ッ ト バ ッ ク 部 分 の 維 持 保 全  

意 思 表 示 の 別 等  始 期  セ ッ ト バ ッ ク 部 分

の 管 理 者  

１  寄 付  第 １ ５ 条 前 段 の 規 定

に よ り 提 出 さ れ た 書

類 を 受 理 し た 日  

本 市  

２  自 己 管 理  第 １ ３ 条 第 ４ 項 の 規

定 に よ り 文 書 を 交 付

し た 日  

建 築 主  

３  第 ９ 条 第 ２ 項 の

規 定 に よ る 協 議 を

行 う 場 合  

第 １ ３ 条 第 ４ 項 の 規

定 に よ り 文 書 を 交 付

し た 日  

第 ９ 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 、 同 項 第

２ 号 に 掲 げ る 事 項

に 係 る 協 議 を 行

い 、 セ ッ ト バ ッ ク

部 分 に 係 る 維 持 保

全 を 行 う こ と と な

っ た 者  

 


